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時
間
外
労
働
時
間
の
罰
則

付
上
限
規
制
が
令
和
６
年
４

月
か
ら
建
設
業
に
適
用
さ
れ

る
の
を
踏
ま
え
、日
本
電
設

工
業
協
会
と
日
本
空
調
衛
生

工
事
業
協
会
は
全
工
事
関
係

者
の
理
解
と
協
力
の
下
、建

設
業
の
働
き
方
改
革
が
実
現

で
き
る
よ
う
発
注
者
、
ゼ
ネ

コ
ン
等
に
申
し
入
れ
を
行
っ

て
お
り
、本
県
で
も
当
協
会

と
空
衛
協
が
連
携
し
て
要
請

活
動
を
行
っ
た
。
県

発
注
者
に
対
し
て
は

意
見
交
換
等
を
通

し
、
適
正
工
期
の
設

定
や
関
連
法
の
順
守

を
訴
え
て
い
く
。

要
請
で
は
建
設
資

材
の
価
格
高
騰
や
納
期
遅

延
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上

昇
等
に
よ
り
、当
初
契
約
の

請
負
金
額
や
工
期
で
は
施
工

が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
発
。

適
切
な
見
直
し
が
行
わ
れ

ず
、工
事
の
後
工
程
を
担
う

設
備
業
者
に
し
わ
寄
せ
が
生

じ
て
お
り
、現
状
で
は
２
０

２
４
年
問
題
へ
の
対
応
も
困

難
だ
と
し
て
理
解
を
求
め

た
。

特
に
、
建
築
・
電
気
・
機
械

工
事
が
同
一
工
期
で
発
注
さ

れ
る
県
工
事
で
、設
備
工
事

の
総
合
試
運
転
調
整
期
間
が

確
保
で
き
る
よ
う
建
築
工
事

等
の
工
程
管
理
等
を
要
望
。

調
整
期
間
の
日
数
が
特
記
仕

様
書
で
規
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
浸
透
し
て
い
な
い
た

め
、周
知
徹
底
へ
の
協
力
を

訴
え
た
。

当
協
会
の
野
内
忠
宏
専
務

理
事
と
空
衛
協
の
大
内
会

長
、海
川
正
美
専
務
理
事
が

福
島
市
の
県
建
設
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
、長
谷
川
会
長
に
要

請
書
を
手
渡
し
た
。

長
谷
川
会
長
は
上
部
団
体

を
通
し
た
設
計
労
務
単
価
引

き
上
げ
の
働
き
掛
け
な
ど
、

発
注
者
に
対
す
る
要
望
等
に

連
携
し
て
取
り
組
む
考
え
を

示
し
、民
間
工
事
で
の
働
き

方
改
革
推
進
に
向
け
て
は
建

設
産
業
全
体
で
の
議
論
に
期

待
し
た
。県
建
設
業
協
会
の

大
場
俊
之
副
会
長
、相
澤
宏

志
専
務
理
事
、鈴
木
武
男
理

事
兼
参
与
が
同
席
し
た
。

　

要
請
内
容
は
次
の
通
り
。

◆
適
切
な
工
期
設
定
等
▽

公
共
、民
間
各
工
事
請
負
契

約
約
款
の
請
負
金
額
変
更
規

定
の
尊
重
▽
総
合
建
設
業
へ

の
一
括
発
注
時
に
設
備
工
事

業
者
に
想
定
外
の
経
費
負
担

が
課
せ
ら
れ
な
い
よ
う
工
事

仕
様
・
計
画
の
変
更
に
対
応

し
た
工
期
を
含
む
契
約
の
変

更
▽
適
正
工
期
の
設
定
と
工

程
遅
延
が
生
じ
た
場
合
の
工

期
延
長
を
含
む
契
約
の
変
更

県
総
合
設
備
協
会
は
１
月

15
日
午
後
１
時
半
か
ら
、福

島
市
の
杉
妻
会
館
で「
県
入

札
制
度
に
関
す
る
研
修
会
」

を
開
催
す
る
。施
工
２
団
体

の
会
員
が
対
象
で
定
員
は
60

人
程
度
。
22
日
ま
で
受
講
申

し
込
み
を
受
け
付
け
る
。

県
担
当
者
が
①
入
札
制
度

の
全
体
構
成
、各
制
度
内
容

②
総
合
評
価
制
度
の
評
価
項

目
等
③
令
和
５
年
度
の
主
な

改
正
事
項
―
に
つ
い
て
講
義

す
る
ほ
か
、講
義
時
間
の
範

囲
内
で
、参
加
申
込
時
に
受

け
付
け
た
質
問
に
回
答
す

る
。
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県
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協
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に
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当
協
会（
大
槻
博
太
会
長
）と
県
空
調
衛
生
工
事
業
協

会（
大
内
弘
之
会
長
）は
11
月
27
日
、設
備
工
事
業
界
の
働

き
方
改
革
実
現
に
向
け
て
、県
建
設
業
協
会（
長
谷
川
浩

一
会
長
）に
対
し
①
適
切
な
工
期
設
定
と
契
約
変
更
②
働

き
方
改
革
関
連
法
の
順
守
―
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。２

０
２
４
年
問
題
を
見
据
え
、工
期
や
工
程
等
に
影
響
が
大

き
い
建
築
工
事
団
体
に
理
解
を
求
め
た
も
の
で
、長
谷
川

会
長
は
要
請
を
受
け
、働
き
方
改
革
推
進
は
県
内
建
設
産

業
全
体
の
共
通
課
題
だ
と
し
て
、業
界
が
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
を
示
し
た
。

県
入
札
制
度
等
監
視
委
員

会
の
建
設
関
係
団
体
に
対
す

る
意
見
聴
取
＝
写
真
＝
が
11

月
27
日
、福
島
市
の
杉
妻
会

館
で
行
わ
れ
、県
総
合
設
備

協
会（
大
槻
博
太
会
長
）は
、

建
築
物
の
維
持
管
理
等
を
担

う
地
元
企
業
の
受
注
機
会
確

保
に
つ
な
が
る
制
度
改
善
を

要
望
。総
合
評
価
方
式
・
地
域

密
着
型
や
地
域
の
守
り
手
育

成
型
方
式
の
拡
大
や
停
電
・

断
水
対
応
等
の
総
合
評
価
で

の
加
点
な
ど
を
求
め
た
。

県
総
合
設
備
協
会
と
県
建

設
業
協
会
、県
建
設
専
門
工

事
業
団
体
連
合
会
、県
土
木

建
築
調
査
設
計
団
体
協
議
会

の
４
団
体
と
、個
別
事
業
者

が
参
加
。監
視
委
員
会
が
①

入
札
・
契
約
制
度
に
関
す
る

課
題（
入
札
・
契
約
制
度
全

般
、総
合
評
価
方
式
、地
域
の

守
り
手
育
成
型
方
式
）②
建

設
業
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

や
課
題（
技
能
労
働
者
の
処

遇
改
善
、頻
発
・
激
甚
化
す
る

自
然
災
害
へ
の
対
応
）③
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
―
に
つ
い

て
意
見
を
聞
い
た
。

総
合
設
備
協
会
は
、副
会

長
の
大
内
弘
之
県
空
調
衛
生

工
事
業
協
会
長
、当
協
会
の

野
内
忠
宏
専
務
理
事
ら
が
出

席
。入

札
制
度
全
般
の
課
題
と

し
て
、建
築
物
の
維
持
管
理

を
担
う
地
元
企
業
等
の
受
注

機
会
確
保
を
挙
げ
、
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
導
入
な
ど
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
担
当
企
業
や
施

工
実
績
の
あ
る
企
業
、施
設

を
熟
知
し
た
地
元
企
業
が
受

注
し
や
す
く
な
る
入
札
制
度

へ
の
改
善
を
要
望
し
た
。

特
に
学
校
等
施
設
管
理
者

の
発
注
工
事
で
、最
低
制
限

価
格
に
よ
る
同
額
く
じ
引
き

が
発
生
し
て
い
る
価
格
競
争

の
現
状
を
示
し
た
上
で
、総

合
評
価
・
地
域
密
着
型
と
守

り
手
方
式
を
土
木
、農
林
水

産
両
部
以
外
の
部
局
に
も
拡

大
す
る
よ
う
訴
え
た
。

入
札
終
了
後
の
開
示
請
求

へ
の
速
や
か
な
対
応
、電
子

閲
覧
・
入
札
の
完
全
実
施
な

ど
入
札
・
契
約
事
務
の
さ
ら

な
る
簡
素
化
、工
事
規
模
に

見
合
っ
た
入
札
期
間
の
設
定

も
要
望
し
た
。

総
合
評
価
方
式
に
対
し
て

は
、一
般
土
木
と
舗
装
工
事

の
み
が
対
象
と
な
っ
て
い
る

「
地
域
貢
献
度
」評
価
の
選
択

科
目「
除
雪
、維
持
補
修
業
務

の
実
績
」で
、学
校
や
公
営
住

宅
等
の
停
電
、断
水
対
応
を

行
っ
て
い
る
電
気
、暖
冷
房

衛
生
設
備
工
事
も
対
象
と
す

る
よ
う
要
請
。受
注
企
業
の

偏
り
に
よ
る
２
極
化
も
指
摘

し
た
。

守
り
手
方
式
に
つ
い
て
は

令
和
５
年
度
の
制
度
改
正
で

内
申
企
業
数
・
企
業
数
が
見

直
さ
れ
た
点
を
評
価
し
な
が

ら
も
、管
内
ご
と
の
登
録
企

業
数
を
６
者
ま
で
緩
和
す
る

よ
う
一
層
の
改
善
を
訴
え

た
。対
象
と
な
る
３
０
０
０

万
円
未
満
の
工
事
の
多
く
が

▽
国
土
交
通
省
発
出
文
書

（
経
済
社
会
状
況
変
化
に
応

じ
た
適
正
な
請
負
代
金
設
定

と
適
正
工
期
確
保
）の
尊
重

◆
働
き
方
改
革
関
連
法
の
順

守
▽
完
全
週
休
２
日
制
が
実

現
可
能
な
工
期
の
設
定（
建

設
技
能
者
の
所
得
減
へ
の
配

慮
含
む
）▽
改
正
労
働
基
準

法
で
定
め
る
時
間
外
労
働
の

上
限（
月
45
時
間
・
年
３
６
０

時
間
）を
踏
ま
え
た
工
期
の

確
保
▽
設
計
仕
様
の
早
期
設

定
と
変
更
期
限
の
順
守
▽
想

定
外
の
事
情
に
よ
る
工
期
遅

延
が
生
じ
た
場
合
の
工
期
延

長
を
含
む
契
約
の
変
更
▽
各

種
会
議
、打
ち
合
わ
せ
を
定

時
時
間
内
に
行
え
る
体
制
整

備
▽
朝
礼
、打
ち
合
わ
せ
へ

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
リ

モ
ー
ト
参
加
の
容
認

要
請
書
を
掲
げ
る
大

内
会
長（
左
）と
長
谷

川
会
長

１
月
15
日
に

入
札
研
修
会

県
総
合
設
備
協
会

空
衛
協
と
共
同
提
出

県総合設備協会

地
元
維
持
管
理
企
業
の

受
注
機
会
確
保
を
要
望

県
入
札
監
視
委
に
改
善
求
め
る

改
修
や
維
持
修
繕
工
事
で
、

施
工
前
の
調
査
や
調
整
に
時

間
、費
用
が
か
か
る
状
況
を

踏
ま
え
、入
札
辞
退
回
避
の

た
め
発
注
ロ
ッ
ト
の
大
型
化

や
、必
要
な
現
場
経
費
の
き

め
細
か
な
計
上
な
ど
を
提

案
。発
注
時
期
の
一
層
の
平

準
化
も
要
望
し
た
。

技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
は
、当
協
会
と
県

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
会
員

企
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の

引
き
上
げ
を
評
価
す
る
一
方

で
、民
間
工
事
で
は
発
注
者

の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、賃
金

水
準
の
ア
ッ
プ
が
難
し
い
現

状
も
訴
え
た
。

自
然
災
害
へ
の
対
応
は
東

北
地
方
整
備
局
や
県
、一
部

市
町
村
と
協
定
を
結
び
、締

結
先
の
要
請
に
応
じ
て
迅
速

に
対
応
し
て
い
る
状
況
な
ど

を
訴
え
た
。

停
電
等
対
応
、
加
点
対
象
に
要
望
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欲
を
高
め
、
そ
の
能
力
・
資

質
や
社
会
的
評
価
・
地
位
の

向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
、特

に
優
秀
な
技
術
・
技
能
を
持

ち
、後
進
の
指
導
、育
成
等
に

貢
献
し
て
い
る
現
場
従
事
者

を
表
彰
し
て
い
る
。今
年
度

は
知
事
顕
彰
に
４
人
、県
建

産
連
会
長
顕
彰
に
14
人
が
選

ば
れ
た
。

　

式
に
は
受
賞
者
と
県
土
木

部
の
曳
地
利
光
部
長
、長
嶺

勝
広
県
北
建
設
事
務
所
長
、

小
池
敏
哉
相
双
建
設
事
務
所

長
ら
、当
協
会
の
大
槻
博
太

会
長
は
じ
め
建
産
連
加
盟
団

体
代
表
者
等
が
出
席
し
た
。

　

内
堀
知
事
が「
優
れ
た
技

術
・
技
能
を
発
揮
し
た
施
工

は
も
と
よ
り
、
さ
ら
な
る
技

建
設
マ
ス
タ
ー
に
坂
内
さ
ん

建
設
マ
ス
タ
ー
に
坂
内
さ
ん

　

県
と
県
建
設
産
業
団
体
連

合
会（
県
建
産
連
）の
今
年
度

優
秀
施
工
者
顕
彰
で
、当
協

会
会
員
企
業
の
大
河
原
豊
さ

ん（
大
槻
電
設
工
業
）、齋
藤

準（
大
和
電
設
工
業
）さ
ん
が

県
建
産
連
会
長
顕
彰
を
受
賞

し
た
。顕
彰
式
が
11
月
29
日
、

福
島
市
の
エ
ル
テ
ィ
で
行
わ

れ
、県
建
産
連
会
長
顕
彰
受

賞
者
を
代
表
し
て
大
河
原
さ

ん
に
、長
谷
川
浩
一
会
長
か

ら
賞
状
等
が
贈
ら
れ
た
。

　

建
設
技
能
者
の
誇
り
と
意

　

当
協
会
は
10
月
16
日
、福

島
市
で
今
年
度
現
場
研
修
会

を
開
い
た
。会
員
企
業
の
技

術
者
ら
が
県
庁
西
庁
舎
免
震

化
改
修
２
期（
電
気
）工
事
現

場
を
見
学
し
、供
用
中
の
大

規
模
建
築
物
に
お
け
る「
居

な
が
ら
改
修
」の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
学
ん
だ
。

　

研
修
会
は
、会
員
企
業
が

施
工
す
る
工
事
現
場
等
を
視

察
す
る
こ
と
で
、知
識
や
技

術
を
共
有
し
、施
工
管
理
や

品
質
確
保
な
ど
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
開
催
し

て
い
る
。協
会
技
術
・
安
全
委

員
会
の
所
管
事
業
。
41
人
が

参
加
し
た
。

　

現
場
見
学
に
先
立
ち
、杉

妻
会
館
で
座
学
を
行
っ
た
。

丹
野
勇
治
副
会
長（
技
術
・
安

全
委
員
会
担
当
）が「
こ
れ
だ

け
規
模
の
大
き
い
改
修
工
事

は
見
学
す
る
機
会
が
少
な

い
。し
っ
か
り
研
修
し
各
社

の
業
務
に
生
か
し
て
ほ
し

い
」、鈴
木
勝
巳
県
総
務
部
施

設
管
理
課
主
幹
が「
平
成
28

年
３
月
の
着
工
以
来
、
７
年

以
上
経
過
す
る
息
の
長
い
現

場
。新
築
工
事
と
異
な
り
見

学
場
所
も
限
定
さ
れ
る
が
、

一
つ
で
も
参
考
に
な
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

同
課
の
山
田
信
宏
専
門
建

築
技
師
と
鈴
木
克
孝
主
任
電

気
技
師
、
２
期
工
事
の
電
気

設
備
を
担
当
す
る
大
槻
電
設

工
業
・
広
栄
電
設
特
定
Ｊ
Ｖ

の
原
田
裕
一
現
場
代
理
人
が

工
事
概
要
等
を
説
明
。県
庁

に
移
動
し
参
加
者
が
３
班
に

分
か
れ
、西
庁
舎
３
階
の
改

修
工
事
現
場
、
４
階
の
完
成

フ
ロ
ア
、屋
上
の
受
変
電
設

備
、地
下
の
特
別
高
圧
変
電

所
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

県
庁
西
庁
舎
の
免
震
化
工

事
は
、
１
期
で
地
下
２
階
エ

レ
ベ
ー
タ
と
階
段
室
周
り
・

１
階
外
周
部
の
柱
部
へ
の
免

震
装
置
設
置
と
、地
下
２
階

～
２
階
の
長
寿
命
化（
内
装
、

設
備
機
器
更
新
）や
設
備
更

新（
特
別
高
圧
受
変
電
設
備
、

空
調
設
備
機
器
等
）を
実
施
。

２
期
は
３
～
12
階
の
長
寿
命

化
、
法
適
合
化（
防
火
区
画
・

消
防
設
備
更
新
）と
塔
屋
部

等
の
耐
震
化
で
、平
成
28
年

12
月
に
着
工
し
た
。令
和
６

年
９
月
30
日
の
完
成
予
定
。

１
期
の
電
気
設
備
も
大
槻
電

設
工
業
・
広
栄
電
設
特
定
Ｊ

Ｖ
が
施
工
し
た
。

　

２
期
工
事
の
長
寿
命
化
改

修（
天
井
・
壁
・
床
仕
上

げ
、
建
具
、
外
壁
塗
装
、

屋
上
防
水
、
空
調
、
照

明
、
ト
イ
レ
・
洗
面
、給

湯
、
放
送
設
備
等
）
は
、

職
員
が
勤
務
し
た
状
態

で
の
工
事
で
、
設
備
機

器
を
生
か
す
た
め
12
階
か
ら

順
に
２
フ
ロ
ア
を
ワ
ン
セ
ッ

ト
で
下
に
降
り
る
形
で
施
工

し
て
い
る
。１
フ
ロ
ア
の
工

期
は
８
～
９
カ
月
。施
工
中

に
発
見
し
た
課
題
等
を
次
の

階
で
改
善
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、階
ご
と
に
仕
上
が
り
が

異
な
る
部
分
も
あ
る
と
い

う
。

　

執
務
室
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設

備
に
は
明
る
さ
・
人
感
セ
ン

サ
ー
を
設
置
。外
光
の
状
況

や
一
定
時
間
無
人
の
状
態
に

な
る
と
出
力
を
下
げ
、省
エ

ネ
化
を
図
っ
た
。床
は
組
織

改
革
等
に
よ
る
執
務
環
境
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た

め
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
を
採
用
し
て

い
る
。

術
力
向
上
を
目
指
す
姿
勢
や

事
故
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
、後
進
の
育
成
等
に
注
い

で
き
た
情
熱
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
」と
受
賞
者
を
た

た
え
、「
施
工
者
の
模
範
と
し

て
、福
島
の
復
興
と
地
方
創

生
に
力
添
え
を
願
う
」と
一

層
の
活
躍
に
期
待
し
た
。

　

長
谷
川
会
長
も
功
績
を
評

価
し
た
上
で「
担
い
手
確
保

に
向
け
、
新
４
Ｋ（
給
料
、
休

日
、希
望
、
か
っ
こ
い
い
）の

魅
力
あ
る
建
設
産
業
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
る
。も
の

づ
く
り
に
直
接
携
わ
り
、指

導
的
立
場
で
あ
る
皆
さ
ん
か

ら
喜
び
、
や
り
が
い
な
ど
の

魅
力
を
発
信
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。

　

優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大

臣
顕
彰（
建
設
マ
ス
タ
ー
）の

今
年
度
受
賞
者
に
、会
津
電

気
工
事
の
坂
内
一
博
さ
ん
が

選
ば
れ
た
。顕
彰
式
典
は
11

月
21
日
に
東
京
・
文
京
区
の

文
教
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。

　

建
設
マ
ス
タ
ー
は
優
秀
な

技
能
・
技
術
が
あ
り
、後
進
を

指
導
・
育
成
し
た
建
設
技
能

者
に
対
す
る
大
臣
顕
彰
。今

年
度
は
全
国
で
４
５
９
人
、

県
内
か
ら
14
人
が
受
賞
し

た
。

　

11
月
17
～
21
日
に
開
か
れ

た
第
61
回
技
能
五
輪
全
国
大

会
の
電
工
競
技
で
、本
県
代

表
の
佐
藤
光
輝
さ
ん（
ユ
ア

テ
ッ
ク
）が
敢
闘
賞
に
輝
い

た
。

　

技
能
五
輪
は
、
も
の
づ
く

り
産
業
の
担
い
手
育
成
、技

能
尊
重
の
機
運
醸
成
に
つ
な

げ
よ
う
と
厚
生
労
働
省
、中

央
職
業
能
力
開
発
協
会
の
主

催
で
毎
年
開
い
て
い
る
。今

回
は
愛
知
県
を
メ
イ
ン
会
場

に
、
41
職
種
１
０
１
０
人
の

青
年
技
能
者（
23
歳
以
下
）が

参
加
し
た
。本
県
か
ら
は
６

職
種
８
人
が
出
場
し
た
。

　

電
工
競
技
は
全
国
か
ら
42

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。愛
知
県

国
際
展
示
場
を
会
場
に
、材

料
搬
入
等
や
下
見
を
経
て
、

11
月
18
日
に
競
技
を
行
い
、

動
力
設
備
配
線
工
事
と
照
明

コ
ン
セ
ン
ト
設
備
配
線
工
事

の
技
を
競
い
合
っ
た
。

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会（
建
災
防
）の
今
年
度
安
全

功
労
者
等
表
彰
で
、当
協
会

会
員
の
嵐
電
気
工
事
が
優
良

賞（
会
社
）、大
槻
電
設
工
業

の
大
波
英
和
さ
ん
が
功
績
賞

（
安
全
衛
生
推
進
者
）を
受
賞

し
た
。

　

労
働
災
害
防
止
活
動
の
取

り
組
み
に
優
れ
た
企
業
・
工

事
現
場
や
、安
全
衛
生
推
進

の
功
労
・
功
績
者
な
ど
を
建

災
防
が
毎
年
会
長
表
彰
し
て

い
る
。今
年
度
は
両
者
を
含

め
、県
内
か
ら
２
社
２
事
業

場
６
人
が
選
ば
れ
た
。

　

表
彰
は
、
10
月
５
日
に
広

島
市
の
広
島
県
立
総
合
体
育

館
で
開
か
れ
た
第
60
回
全
国

建
設
業
労
働
災
害
防
止
大

会
・
総
合
集
会
で
行
わ
れ
た
。

白　　　河／ＴＥＬ（0248）27-3385
須　賀　川／ＴＥＬ（0248）72-7136
郡　山　西／ＴＥＬ（024）952-5455
郡　山　南／ＴＥＬ（024）923-3298
郡　山　北／ＴＥＬ（024）939-3081
設備機材郡山／ＴＥＬ（024）927-0480
会　　　津／ＴＥＬ（0242）37-2660
喜　多　方／ＴＥＬ（0241）21-8585
設備機材会津／ＴＥＬ（0242）36-5150
富　　　岡／ＴＥＬ（0240）21-2370
原　　　町／ＴＥＬ（0244）22-5105
相　　　馬／ＴＥＬ（0244）35-1234
福　島　東／ＴＥＬ（024）546-3700
福　　　島／ＴＥＬ（024）553-1181
い わ き 南／ＴＥＬ（0246）28-6111
勿　　　来／ＴＥＬ（0246）62-3122

岩手・宮城・山形・茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東京・神奈川・新潟
電材営業所　　　66カ所
住設建材営業所　27カ所

〒970-8625 福島県いわき市平谷川瀬字明治町27
ＴＥＬ（0246）25-6111  ＦＡＸ25-6101

Engineering & Engineer LINK

支店／仙台 営業所／いわき・福島・県南 出張所／南相馬
https://www.ninotec.co.jp/

人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

〒963-8005 郡山市清水台2-13-23 郡山第一ビル9F
                 ＴＥＬ024-973-6151 ＦＡＸ024-973-6153

電工競技

佐
藤
さ
ん
が
敢
闘
賞

技
能
五
輪
全
国
大
会
で

現場研修会

「
居
な
が
ら
改
修
」を
見
学

県
庁
西
庁
舎

長

寿

命

化　

設
備
工
事
の
留
意
点
学
ぶ

大河原、齋藤さん受賞
優秀施工者顕彰

第一線での活躍たたえる

 

表
彰
を
受
け
る
大
河
原
さ
ん

（
左
）  

安全衛生功労者

優
良
賞
に
嵐
電
気
工
事

全
国
建
災
防
表
彰　

大
波
さ
ん
は
功
績
賞

 

３
階
・
改
修
工
事
現
場

（
上
）と
地
下
・
高
圧
変

電
所
を
見
学
す
る
参
加

者  
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県
土
木
部
と

総
合
設
備
協

来
月
18
日
に
意
見
交
換

協会のうごき協会のうごき

【10月】
　2日 ・ 県建設業協会共同要請打合せ
　3日 ・ 東北地方工事安全施工推進大会（SAFETY2023）(日立

システムズホール仙台)
　3～5日 ・ 会津工業高校インターンシップ【会津支部】
　11日 ・ 県営繕課、技術管理課打合せ（県庁）
　12日 ・ 日電工理事会（帝国ホテル大阪）

・ 日電工会員大会（同）
　16日 ・ 電気工事業全国大会説明会（協会）【福島支部】

・ 現場研修会・女性トークサロン（福島県西庁舎）
　17日 ・ 郡山支部分離発注に係る石川町訪問
　17～19日 ・ 勿来工業高校インターンシップ【いわき支部】
　23日 ・ 会津支部例会（迎賓館）

・ 会計事務所監査・副会長監査（協会）
　25日 ・ 日電工東北支部本部山口会長との意見交換会（ホテ

ルメトロポリタン仙台）
　26日 ・ 電気工事業全国大会（福島市音楽堂）
　27日 ・ いわき支部役員会
　30日 ・ 総合設備協会3団体専務打合せ（協会）

【11月】
　1日 ・ 令和5年度第1回福祉・住宅連携会議「ともに繋ぎ、

ともに生きる」（こむこむ）
　6日 ・ ＮＰＯ法人循環型社会推進センター令和5年度第2回

役員会（建設センター）
　7～9日 ・ 喜多方桐桜高校インターンシップ【会津支部】
　9日 ・ 上期事業監査、令和5年度第2回各委員会、第5回理事

会（協会）
　10日 ・ 建産連第45回理事会（建設センター）
　13日 ・ 県技術管理課週休2日制工事説明（協会）
　15日 ・ 福島支部例会（ますふじ）
　16日 ・ 郡山支部分離発注に係る4町村訪問
　17日 ・ 郡山支部分離発注に係る3町村訪問
　20日 ・ 県中・県南建設事務所合同意見交換会【郡山・白河

支部】
　21日 ・ 会津支部例会（迎賓館）
　22日 ・ 県発注機関といわき支部との意見交換会（県企業局

いわき事務所）
　27日 ・ 第88回県入札制度等監視委員会意見聴取（杉妻会館）

・「働き方改革関連法」の遵守に向けた建設業協会への
要請（建設センター）

　28日 ・ 福島工業高校インターンシップ意見交換会（福島工
業高校）

　29日 ・ 建産連優秀施工者顕表式（杉妻会館）

　

当
協
会
は
11
月
９
日
、福

島
市
の
協
会
事
務
所
で
今
年

度
第
５
回
理
事
会
＝
写
真
＝

を
開
き
、上
期
の
事
業
報
告

と
収
支
決
算
を
承
認
し
た
。

　

理
事
、監
事
ら
15
人
が
出

席
し
た
。大
槻
博
太
会
長
が

今
夏
の
猛
暑
の
影
響
に
よ
る

経
済
等
へ
の
悪
循
環
等
を
懸

念
し
た
上
で
、「
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

理
事
会
に
先
立
ち
開
か
れ

た
総
務
、
技
術
・
安
全
、
広
報

各
委
員
会
の
会
議
を
踏
ま

え
、各
委
員
長
が
上
期
の
実

施
事
業
を
説
明
。事
務
局
が

収
支
予
算
を
報
告
し
た
。

　

総
務
委
員
会
の
所
管
事
業

で
は
４
月
に
東
北
地
方
整
備

局
営
繕
部
と
の
意
見
交
換
、

５
月
に
当
協
会
の
第
73
回
定

時
総
会
を
開
い
た
。技
術
・
安

全
委
員
会
は
１
級
電
気
施
工

管
理
技
士
試
験
対
策
で
５
月

に
第
１
次
検
定
、
９
月
に
第

２
次
検
定
の
各
準
備
対
策
講

習
会
を
開
催
。総
合
設
備
協

会
の
今
年
度
安
全
大
会
・
技

術
研
修
会
に
は
１
４
３
人
が

参
加
し
た
。災
害
時
対
策
協

定
証
明
書
は
県
土
木
部
関
係

30
件
、東
北
地
方
整
備
局
関

係
６
件
、Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
証
明

書
は
36
件
発
行
し
た
。

　

広
報
委
員
会
所
管
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業
は

４
校（
県
立
白
河
実
業
高
校
、

福
島
工
業
高
校
、
テ
ク
ノ
ア

カ
デ
ミ
ー
会
津
、二
本
松
実

業
高
校
）で
実
施
し
た
。

　

県
総
合
設
備
協
会（
大
槻

博
太
会
長
）は
１
月
18
日
午

前
10
時
か
ら
、福
島
市
の
杉

妻
会
館
で
県
土
木
部
と
の
今

年
度
意
見
交
換
会
を
開
く
。

県
入
札
制
度
や
働
き
方
改
革

な
ど
を
テ
ー
マ
に
話
し
合

い
、現
状
と
課
題
に
つ
い
て

認
識
を
共
有
す
る
。

　

意
見
交
換
会
は
令
和
４
年

度
に
続
き
２
回
目
の
開
催
。

前
回
は
総
合
設
備
協
会
構
成

団
体
の
う
ち
当
協
会
と
県
空

調
衛
生
工
事
業
協
会（
大
内

弘
之
会
長
）の
施
工
２
団
体

で
臨
ん
だ
が
、今
回
は
県
設

備
設
計
事
務
所
協
会（
小
柳

浩
会
長
）も
参
加
す
る
。

　

３
団
体
で
対
応
策
を
検
討

し
て
き
た「
設
計
か
ら
施
工

の
課
題
」に
つ
い
て
も
意
見

交
換
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ

る
。

　

会
津
支
部
は
、今
年
度
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事

業
で
、県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ

ミ
ー
会
津
と
県
立
会
津
工
業

高
校
、県
立
喜
多
方
桐
桜
高

校
の
生
徒
計
26
人
の
就
業
体

験
に
協
力
し
た
。

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
８

月
29
～
31
日
に
行
わ
れ
、電

気
配
管
設
備
科
１
年
生
10
人

が
参
加
。会
津
電
気
工
事
、佐

藤
電
設
、目
黒
工
業
商
会
の

３
社
が
受
け
入
れ
、生
徒
が

現
場
見
学
・
実
習
な
ど
を
通

し
て
電
設
業
へ
の
理
解
を
深

め
た
。

　

会
津
工
業
高
校
は
電
気
情

報
科
の
２
年
生
11
人
が
10
月

３
～
５
日
の
３
日
間
、会
員

企
業
４
社
の
下
で
実
習
に
励

ん
だ
。各
社
が
組
ん
だ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、簡
易

な
作
業
等
も
実
際
に
行
い
な

が
ら
、仕
事
の
内
容
や
流
れ

な
ど
を
勉
強
し
た
。富
士
工

業
商
会
、会
津
電
気
工
事
、目

黒
工
業
商
会
、佐
藤
電
設
が

協
力
し
た
。

　

喜
多
方
桐
桜
高
校
は
11
月

７
～
９
日
、電
気
電
子
科
２

年
生
５
人
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
っ
た
。佐
藤
電

設
が
協
力
。現
場
見
学
を
中

心
に
電
気
設
備
の
仕
事
を
体

験
し
、将
来
の
職
業
選
択
の

参
考
と
し
た
。

　

い
わ
き
支
部
は
10
月
17
～

19
日
、県
立
勿
来
工
業
高
校

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受

け
入
れ
た
。電
気
科
の
２
年

生
20
人
が
電
設
業
の
仕
事
を

体
験
し
た
。

　

生
徒
ら
は
受
入
先
の
会
員

企
業
で
、現
場
見
学
や
簡
易

的
な
作
業
等
の
実
習
、積
算
・

Ｃ
Ａ
Ｄ
作
業
な
ど
を
行
っ

た
。常
盤
電
設
産
業
、大
和
電

設
工
業
、植
田
電
機
、三
浦
電

気
工
事
、い
わ
き
電
設
工
業
、

ク
レ
ハ
電
機
、
ジ
ェ
イ
・
ケ

イ
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
、宮
野
電

気
興
業
、嵐
電
気
工
事
、岩
電

機
工
事
の
10
社
が
協
力
し

た
。

　

当
協
会
は
今
年
度
、公
共

発
注
機
関
に
対
す
る
分
離
発

注
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一

環
で
、県
中
地
方
８
町
村
に

対
し
て
、電
気
設
備
工
事
に

係
る
分
離
発
注
方
式
の
採
用

な
ど
を
要
望
し
た
。

　

要
請
活
動
は
、日
本
電
設

工
業
協
会
の
分
離
発
注
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
。令

和
元
年
度
に
会
津
地
方
等
、

３
年
度
に
浜
通
り
、
４
年
度

に
県
南
地
方
の
自
治
体
等
を

回
り
、①
コ
ス
ト
に
見
合
う

品
質
、性
能
の
確
保
に
よ
る

コ
ス
ト
の
透
明
化
②
施
工
責

任
の
明
確
化
③
施
主
の
希
望

に
沿
っ
た
成
果
物
の
提
供
④

維
持
管
理
コ
ス
ト
の
低
減
と

い
っ
た
分
離
発
注
の
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
永
井
博
副
会

長
、三
瓶
良
幸
郡
山
支
部
長
、

野
内
忠
宏
専
務
理
事
が
10
月

17
日
に
石
川
町
、11
月
16
、17

日
に
玉
川
村
、平
田
村
、古
殿

町
、
浅
川
町
、
天
栄
村
、
鏡
石

町
、三
春
町
を
訪
問
。分
離
発

注
方
式
の
必
要
性
等
を
訴
え

た
ほ
か
、当
協
会
と
災
害
協

定
を
結
ん
で
い
な
く
て
も
、

災
害
時
の
応
急
対
応
等
に
協

力
す
る
旨
を
伝
え
た
。

新住所　〒963-8071　　　　　　　　　　　　　　　　
郡山市富久山町久保田字伊賀河原34 HDビル 伊賀河原2階

TEL（024）900-9002 FAX（024）900-9001
岩崎電気株式会社 http://www.iwasaki.co.jp

―賛助会員募集－

　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・高効率な設備のトータルシステムを

適正価格で提供することで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします
・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

インターンシップ

電
設
業
の
仕
事
に
理
解

い
わ
き
支
部　

勿
来
工
生
徒
20
人
参
加

 

新
築
工
事
現
場
を
見
学
す
る

生
徒
ら  

第５回理事会

上
期
事
業
、収
支
を
協
議

災
害
協
定　

証
明
発
行
、計
36
件

県中８町村に要望
分離発注キャンペーン分離発注キャンペーン

必要性、利点訴える

３
校
26
人
が
就
業
体
験

会
津
支
部

受
け
入
れ

テ
ク
ア
カ
、会
津
工
、喜
多
方
桐
桜

 （
上
か
ら
）テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
、会
津
工
業
高
校
、喜
多
方
桐
桜
高
校

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ  
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今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
得
ら
れ
た
も
の

は
、
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
仕
事
へ
の

向
き
合
い
方
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
初
日
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

能
力
や
思
い
と
い
う
言
葉

が
出
て
き
ま
し
た
。私
は
、

能
力
の
方
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

能
力
だ
け
で
は
仕
事
の
熱

意
が
な
く
成
長
で
き
な
い

の
で
、
思
い
が
な
い
と
仕

事
へ
の
向
き
合
い
方
が
違

う
の
で
仕
事
へ
の
向
き
合

い
方
が
大
事
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
な
い
と
上
司
や
仕
事

関
係
の
人
達
と
う
ま
く
連

携
が
で
き
ず
、
人
間
関
係

に
も
関
わ
っ
て
く
る
の

で
、
私
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
は
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
自
信
を
持
て
る
よ
う

に
、
バ
イ
ト
を
し
た
り
、

自
分
か
ら
話
し
に
行
く
な

ど
を
し
て
、
考
え
て
行
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

３
つ
目
は
、
仕
事
の
経

験
で
す
。
学
校
で
は
や
ら

な
い
よ
う
な
現
場
の
仕
事

を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し

て
将
来
ど
ん
な
仕
事
に
就

く
か
あ
や
ふ
や
で
し
た

が
、
現
場
の
方
の
話
を
聞

い
た
り
し
て
、
仕
事
は
お

金
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
や
り

が
い
や
仕
事
が
楽
し
く
で

き
る
か
な
ど
多
く
の
意
見

を
も
ら
い
、
自
分
が
将
来

ど
ん
な
仕
事
に
就
き
た
い

か
と
て
も
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
経
験
し
た
事

を
、
自
分
の
将
来
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
し
、
自
分
は
何
が
で
き

な
い
か
な
ど
課
題
も
見
つ

か
っ
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
終
わ
っ
た
後

も
意
識
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
目
黒
工
業
商
会
様

に
３
日
間
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
生
と
し
て
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は

会
社
の
雰
囲
気
が
気
に
な

り
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
社
内
に
お
邪
魔
す
る

と
気
さ
く
に
話
し
か
け
て

く
だ
さ
り
気
が
楽
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
３
日
間
の
内
に
大

切
だ
と
思
っ
た
こ
と
が
２

つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。

　

建
築
・
建
設
工
事
現
場

で
は
社
内
の
方
は
勿
論
、

他
会
社
の
方
と
も
同
じ
現

場
で
作
業
す
る
の
で
、
現

場
の
進
行
状
況
や
人
間
関

係
を
良
好
に
保
つ
た
め
、

さ
ら
に
は
安
全
に
作
業
を

進
め
て
い
く
た
め
に
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

２
つ
目
は
勉
学
に
励
む

こ
と
で
す
。

　

作
業
を
す
る
と
き
に
道

具
の
名
称
、使
用
方
法
、施

工
方
法
な
ど
を
把
握
し
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ
れ
ら
を
把
握
し
、自

分
が
で
き
る
仕
事
の
範
囲

を
広
げ
て
い
く
に
は
日
々

勉
強
に
励
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

３
日
間
の
体
験
を
通
し

て
社
員
の
方
々
か
ら
教

わ
っ
た
こ
と
を
大
切
に
活

か
し
て
今
後
の
学
校
生
活

や
就
職
活
動
に
向
け
て
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。３
日
間
、貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、

様
々
な
現
場
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん

の
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
日
間
と
い
う
短
い
間

で
し
た
が
、
現
場
研
修
を

行
い
、
実
際
に
働
い
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
た

だ
き
仕
事
の
雰
囲
気
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、現
場
先
で
は
た

く
さ
ん
の
職
種
の
人
た
ち

が
関
わ
っ
て
い
て
、
そ
の

中
で
チ
ー
ム
と
し
て
仕
事

を
し
て
い
る
様
子
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
の
上
で
、別
々
の
職

種
の
人
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
槻
電
設
さ
ん

の
現
場
研
修
で
市
役
所
の

電
気
設
備
工
事
現
場
を
見

学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
現
場
で
も
い
ろ

ん
な
職
種
の
人
が
い
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
必
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。
太
陽
光
発
電
を
見
学

し
た
際
は
、
ド
ロ
ー
ン
を

飛
行
さ
せ
上
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
て
、
想
像
以
上

に
広
く
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。そ
の
他
に
は
、高
所
作

業
車
に
乗
せ
て
も
ら
い
高

い
所
で
仕
事
を
し
て
い
る

人
の
感
覚
な
ど
も
得
る
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
良

い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
は
就
職
に
関
す

る
知
識
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に

現
場
見
学
を
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も

大
切
に
な
る
こ
と
に
気
づ

け
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ

こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

進
路
な
ど
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
は
３
日
間
に

わ
た
り
大
変
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
何
も
か
も
初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
緊
張
し
て

い
た
私
に
、
貴
社
の
皆
様

は
大
変
温
か
く
指
導
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

３
日
間
で
は
、
工
事
後
の

片
付
け
や
現
場
の
掃
除
な

ど
を
任
せ
ら
れ
、
時
々
工

事
現
場
に
行
き
見
学
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
市
役

所
の
工
事
現
場
見
学
で

は
、
立
入
禁
止
の
場
所
に

入
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
普

通
だ
っ
た
ら
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
場
所
を
見
せ
て

も
ら
い
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
ご
指
導
頂
い
た

お
礼
を
申
し
上
げ
た
く
お

便
り
い
た
し
ま
し
た
。
忙

し
い
時
間
を
割
い
て
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

貴
社
の
ご
発
展
と
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
日
間
の
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
、
ど
こ
の
企
業
さ

ん
の
人
に
質
問
し
て
も

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
大
事
だ
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
。
会
社
で
社
員
の
人

と
上
手
く
関
わ
る
に
も
、

現
場
で
い
ろ
い
ろ
な
職
人

さ
ん
と
連
携
し
て
協
力
し

て
い
く
の
に
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
と
何

も
で
き
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

資
格
を
た
く
さ
ん
持
っ
て

お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い

ろ
い
ろ
な
人
が
言
っ
て
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
社
会

は
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

が
減
っ
て
い
き
、
人
が
少

な
い
と
給
料
が
増
え
て
い

く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
幅
広
い
資
格
を

取
得
し
て
、
将
来
の
幅
も

広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
須
南
電
設
さ

ん
に
よ
る
現
場
見
学
は
自

分
が
ど
う
い
う
仕
事
、
職

種
に
就
き
た
い
か
を
決
め

る
一
つ
の
鍵
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は

外
の
配
線
工
事
の
様
子
と

中
の
住
宅
の
内
線
工
事
の

様
子
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も

違
う
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
が

い
が
あ
っ
て
、
大
変
な
こ

と
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
自
分
は
最
初
電

柱
や
高
所
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
で
作
業
す
る
の
が
良
い

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
内
線
の
作
業
を
見
て

み
て
住
宅
の
人
が
住
む
家

を
一
生
懸
命
完
成
さ
せ
て

い
く
姿
も
と
て
も
良
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
自
分
が
就
職

す
る
に
あ
た
っ
て
会
社
を

決
め
る
た
め
の
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

就
業
体
験
で
得
ら
れ
た
事

就
業
体
験
で
得
ら
れ
た
事

県

立

テ

ク

ノ

ア
カ
デ
ミ
ー
会
津　

吉
田　

柊
哉

　

１
日
目
は
、
社
会
人
マ

ナ
ー
教
育
と
ビ
デ
オ
に
よ

る
安
全
教
育
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
社
会
人
マ
ナ
ー

教
育
で
思
っ
た
の
は
、
基

本
的
な
常
識
は
怠
ら
な
い

こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
服
装
や
あ
い
さ
つ
を

き
ち
ん
と
す
る
こ
と
で
相

手
に
好
印
象
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

社
会
人
に
な
っ
た
ら
行
動

に
は
責
任
が
と
も
な
う
の

で
考
え
て
か
ら
行
動
し
て

い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
ビ
デ
オ
に
よ
る
安
全

教
育
で
は
安
全
第
一
だ
と

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
Ｋ
Ｙ
活
動
は
日
頃
の

生
活
に
も
役
立
つ
の
で
お

こ
な
っ
て
い
き
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
２
つ
の
教

育
を
通
し
て
思
っ
た
の
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
で
す
。
社
会
に
出

た
ら
年
齢
が
バ
ラ
バ
ラ
の

人
と
仕
事
を
す
る
の
で
、

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
会
話

を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
に
行
き
、
現
場

研
修
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
現
場
研
修
を
し
て

思
っ
た
の
は
ど
こ
の
現
場

も
資
格
が
な
い
と
何
も
で

き
な
い
こ
と
で
す
。
資
格

が
あ
っ
て
こ
そ
の
仕
事
な

の
で
資
格
取
得
に
励
も
う

と
思
い
ま
し
た
。
空
調
服

は
と
て
も
便
利
そ
う
で
欲

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
須
南
電
設

さ
ん
を
訪
れ
ま
し
た
。
外

線
工
事
、
内
線
工
事
ど
ち

ら
に
も
良
さ
が
あ
る
な
と

感
じ
ま
し
た
。
外
線
工
事

の
責
任
者
の
方
が「
外
線

は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

事
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

て
、
そ
れ
が
自
分
に
は
と

て
も
響
い
て
、
外
線
工
事

を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
入
社
し
て
２

年
目
の
方
や
３
年
目
の
方

と
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
素
直
な
意
見
を
聞
け

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

３
日
間
を
通
し
て
、
電

設
業
界
の
大
変
さ
や
魅
力

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
改
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
通
し
て
普
段
体
験
で

き
な
い
こ
と
や
聞
け
な
い

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
有
意
義
で
大

切
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

大
変
さ
と
魅
力
知
る

大
変
さ
と
魅
力
知
る

県
立
福
島
工
業
高
校　

菅
野　

凌
玖

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
大
切

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
大
切

県
立
福
島
工
業
高
校　

加
藤　

大
悟

職
業
選
択
の
一
つ
の
鍵
に

職
業
選
択
の
一
つ
の
鍵
に

県
立
福
島
工
業
高
校　

斎
藤　

瑠
惟

仕
事
で
大
切
な
こ
と

仕
事
で
大
切
な
こ
と

県

立

テ

ク

ノ

ア
カ
デ
ミ
ー
会
津　

五
十
嵐
幸
大

貴
重
な
経
験
に
感
謝

貴
重
な
経
験
に
感
謝

県

立

テ

ク

ノ

ア
カ
デ
ミ
ー
会
津　


畑　

陽
向

県立テクノアカデミー会津

県立福島工業高校

県立二本松実業高校インターンシップ感想文インターンシップ感想文
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　先日行った3日間のインターンシップでは、事業所の仕事内容だけでなく、

社会のルールやマナーについても理解を深めることができました。

　1日目のインターンシップでは主に座学がありました。まずビデオで安全に

ついて学習しました。自分のイメージでは電気工事の外線、内線の作業は常に

危険と隣合わせだと思っていました。しかし、実際は昔と比べて業務を始める

前に業者全員で集まり安全確認をしており、安全に作業ができるように作業場

所や作業道具の点検をしていました。このことを聞いた時に少し安心しまし

た。

　次に入社3年以内の若手社員の方々との意見交換をしました。ここで様々な

質問をさせていただきました。初めに、入社前と入社後の違いを聞きました。

社員さん方々はほとんどの方が入社した後は楽しく作業していると答えてい

ました。他にやりがいがあるのか質問をしてみると、自分が作っているものが

完成したとき達成感があり、やりがいがあると答えていました。若手社員の

方々の話を聞いて将来に向けて資格取得を頑張ろうと思えました。

　次に電工社の作田さんから社会人マナー教育がありました。作田さんの話で

印象に残ったことは、社会人になって遅刻や欠席をなるべくなくすために今の

うちに無遅刻、無欠席を心がけておくということと、若いうちの「今」の時間

を大切にしようという話をされたことです。作田さんがおっしゃるには、時間

は過ぎてしまえばもう二度と取り戻せないから、今できることを精一杯やった

ほうがいいとのことでした。この話をされてとても心に響きました。「今」を

大切にしていきたいです。

　2日目は実際に作業現場に行って見学するのが主な内容でした。最初に建設

途中の伊達小学校の内線工事の様子を見学しました。第2種電気工事士で学ん

だことを思い出しながら内線工事を見学しました。多種多様な配線が混在して

いてどのようになっているかよく理解できませんでしたが、普段通っている学

校や自宅の内線もこうなっているのかという想像を膨らませることができ、一

つの大きな経験になりました。

　内線工事の次は外線工事を見学しました。外線工事では電柱の高所作業を見

に行き、作業をしている方に話を聞きました。話を聞くと高所作業するうえで

高圧で感電しないために、一度電圧を別の回路に流して感電対策をしているこ

とを教わりました。それから電柱の高所作業では高い場所で行うので、高い場

所が苦手な人は慣れるのに少し時間がかかるという話も聞きました。なので、

私も高所克服のために今のうちに慣れたいと思います。

　3日目は、須南電設の方にお世話になりました。まずは座学で改めて社会人

のマナーを教えていただきました。その中で印象に残ったことは、どれだけ仕

事が上手でも遅刻ばかりしていると、その人の印象が悪くなるということで

す。これを聞いて自分の普段の姿と重ね合わせてみました。改めて考えると自

分のよくない部分が浮かび上がってきました。普段の生活から心掛けたいと思

います。

　午後からは電気工事に使う工具などを見せてもらいました。実際に工具を

使って鉄パイプを曲げてみると、思っていたより上手く曲がらず慣れが必要で

あると実感しました。第2種電気工事士の試験で出てきた物もいくつか実際に

見ることができ、試験勉強の際に疑問に思っていたことが解消されたので良

かったです。

　次に野球場などによくあるＬＥＤ照明器具の仕組みを教えてもらいました。

ＬＥＤ照明は直流でしか使えないので、交流から直流に直して使用するという

ことを知りました。今後の勉強に役立てたいと思います。最後に高所作業する

ときの実際の高さまで、高所作業車の作業台に乗せてもらいました。初めは怖

くて腰が引けてしまいましたが、いざ乗ってみると意外に楽しかったです。

　この3日間で学んだことをまとめると、社会に出ると学生とは違い上手くい

かないこともあるけれど、それを我慢してマナーを守るべきだと思いました。

そのためには学生である今のうちに資格取得や社会勉強をできるだけ多くし

ておくべきだと思います。最後に、3日間のインターンシップでは本当にお世

話になりました。いつかみなさんのように格好いい社会人になりたいです。

　このたびは、私たちのインターンシップにご協力いただきありがとうございま

した。

　はじめに、ＫＹ活動で安全に配慮してその工事を安全にどう進めるか取り決め

をしてから現場で作業し、このインターンシップで電設業界がどれだけ人の安全

に配慮しているのかを肌で感じることができました。

　初日は、電設業界の仕事内で何をするのかということを学びました。私は、電

設業界とは作業のみをしているイメージがありましたが、実際は営業や図面作製、

顧客との契約、金額の算出まで幅広い仕事をしていることを学びました。次のビ

デオ学習では、現場のことについて学びました。現場では、ＫＹ活動の徹底、天

井から地中までの配管、施工のチェック、受電設備の設置、メンテナンス、アフター

サービスと幅広いことを学びました。その後の社会人マナー教育では、コミュニ

ケーションの大切さやメモを取ることの重要性、社会人と学生の違いを学びまし

た。「記憶は無くなるが、記録は無くならない」この言葉が印象に残っています。

　2日目の現場研修では、鉄筋の間に配管をすることや約21㎏の太陽光パネルを

持たせていただきました。また、透明のボックスがジョイントボックスの代わり

であることやケーブルラックの実際の使いどころ、コンクリートにメモが書いて

あることも教わりました。それに、熱中症対策で暑さの指標や温度計がありまし

た。

　次の外線工事では、6600Ⅴの高圧電線に直接触れることのないように、道具を

使って安全に作業していたり、高所作業の人が2人以上で作業していたり、外線

作業は一つの班で動き、安全に活動していたりと常に社員さんの安全を保持して

いることを学びました。午後は天候の悪化により研修は中止となって残念でした

がよい経験になった2日目でした。

　3日目は須南電設さんにお世話になり、午前中は須南電設さんの仕事内容につ

いて知りました。須南電設さんは外線部と内線部があり、この2つの部署で幅広

い電気工事ができるようになっていました。外線部は、東北電力からの仕事もあ

ると聞きました。須南電設さんは能力の「三ム」をなくし、平均的に高い能力を

得ることを重視していました。

　次は、人生の投資について学びました。私は、投資と聞くとお金を投資するイ

メージが強かったですが、人生において時間やエネルギーを使うことも投資と学

びました。なので、私も第1種電気工事士の勉強も自分への投資だと思って取り

組みたいと思いました。

　午後は、電気工事士試験で出題される器具やケーブルを見せてもらったり、触

らせてもらったりしました。写真で見るのと実際に見たり触ったりすると、予想

以上に大きかったり硬かったりしていたのでとても勉強になりました。また、パ

イプベンダや張線器の使い方を教わりました。

　次に、高所作業車に乗せてもらい、プルハーネスというものを装着して約14

のところまで登りました。最初は恐怖心がありましたが、だんだん楽しくなり貴

重な体験ができました。高所作業車は、安全のためにタイヤが浮いていて4本の

足で固定されていました。

　そしてＬＥＤの街頭も真近で見ることもできました。ＬＥＤの街頭にもブレー

カーがついていて以外でした。話を聞くと、電気機器には、すべてにブレーカー

かカットアウトがついていると聞きました。最後の質問等で電設業に必要な資格

や取っておくべき資格などを教えていただきました。

　最後に、全体を通して、社会人としてはっきり大きく明るい声で話すことや若

いうちから失敗しに行くことを学びました。3日間本当にありがとうございまし

た。

　私は今回のインターシップで多くのことを知ることができました。

　1日目では、電設業の仕事内容や、社会人に必要なことを知ることができま

した。私は今まで、配線や器具を設置するだけがおもな仕事だと思っていま

した。ですが実際の仕事は顧客と話し合い、両者が納得できるような企画や

設計、積算・見積をすること。現場では朝礼の後にＫＹ活動をおこない、打

ち合わせやチェックをしながら工事をすること、終わった後もメンテナンス

などのアフターサービスを行っていることも知りました。働いている方から

は、現場では気温の変化などが大変でも、一人で作業ができたり建物が完成

したりすると、やりがいを感じるということも聞きました。様々な仕事内容

があり、大変なこともあるけれど、とてもやりがいのある仕事なのだと感じ

ました。

　その後の社会人マナー教室では、要点をまとめてメモを取る大切さ、職場

の人とコミュニケーションを取る大切さを学びました。

　2日目は、実際に現場の見学を行いました。現場では、毎朝ＫＹ活動をし、

その日の作業ごとに安全におこなえるようにしたり、熱中症対策のためにそ

の日の気温によってこまめな休憩を取っていることを知りました。ほかにも、

現場には建設関係の仕事の方もいるということを知り、建物が完成するには

多くの人の協力が必要なのだなと思いました。

　その後の外線の現場では、トランスの耐震性を強化する作業を見ることが

できました。作業をする際には仮のトランスに電線をつなげ、作業部には電

流が流れないようにしたり、マジックハンドのようなものを使い、電線を直

接触らないようにするといった、安全に作業するための工夫があることを知

りました。

　3日目は、現場の見学や高所作業車に乗りました。作業車には安全のために

決まった乗り方があるそうです。最大で16ほど伸び、工具を収納するスペー

スがあることに驚きました。乗ってみると下から見るよりも高く感じました。

実際に乗って作業する方の話では、風が強い日などは揺れるそうです。

　その後見学した場所では、地震の際の対策について知りました。地下の部

分の配線は揺れでずれることを想定して、60㎝ほど余裕をもって設置してい

るそうです。このように自然災害に対しても対策があることがわかりました。

　その後は、設計積算業務について話を聞きました。設計業務では要望をか

なえるためにはどうすればいいかを考え図面を作成すること、積算業務では

工事をするのに必要な材料や手間を図面から拾い、いくらお金がかかるかを

予想し見積を仕上げることが仕事内容だそうです。そして、紙の図面では縮

尺があり専用の定規もあるそうです。紙の図面では頭の中でイメージしなけ

ればならないそうですが、パソコンで建築3Ｄモデルを使い作成すると、建物

のイメージもわかりやすいそうです。最近では、図面はＣＡＤを使って作成

するそうです。図面についての話を聞いた後は、実際にパソコンで3Ｄモデル

をみたり、ＣＡＤを操作させてもらいました。ＣＡＤはすでにあるものを参

考にして一部分を作成しただけなので、そこまで難しくなく楽しかったです

が、一から自分で作成するとなると、とても難しく大変な作業なのだろうと

おもいました。

　今回のインターシップを通して電設業の仕事についての理解が深まりまし

た。この3日間の経験を将来に生かしていこうと思います。

電設業の仕事を見学して電設業の仕事を見学して
県立二本松実業高校　國分惣右介

将来への一歩将来への一歩
県立二本松実業高校　恩田　瑞己

将来の就職のために将来の就職のために
県立二本松実業高校　菅野　摩耶
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会
員
の
皆
様
に
は
常
日
頃

よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。コ
ロ
ナ
も
下
火
か
ら

こ
の
ま
ま
鎮
火
す
る
こ
と
を

心
か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

今
年
度
の
協
会
事
業
も
、

コ
ロ
ナ
の
鎮
静
化
と
と
も
に

少
し
ず
つ
新
た
な
課
題
へ
の

取
組
み
に
も
努
め
て
お
り
ま

す
。先
月
に
は
、初
の
試
み
と

し
て
、総
合
設
備
協
会
と
し

て
働
き
方
改
革
等
に
関
連
し

て
県
建
設
業
協
会
の
長
谷
川

会
長
へ
要
請
を
行
う
と
と
も

に
、福
島
支
部
と
県
立
福
島

工
業
電
気
科
の
先
生
方
と

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」

や「
生
徒
さ
ん
の
電
設
業
界

へ
の
就
職
」に
つ
い
て
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、来
年
１
月
に
は
、会
員
要

望
に
よ
り
県
担
当
者
を
講
師

と
す
る「
県
入
札
制
度
研
修

会
」
を
開
催
す
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

協
会
事
務
局
で
は
、取
り

巻
く
環
境
の
変
化
も
踏
ま

え
、常
日
頃
よ
り
会
員
の
皆

様
の
様
々
な
声
を
お
聞
き
し

な
が
ら
協
会
事
務
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、協
会
に

対
す
る
要
望
や
ご
意
見
な
ど

忌
憚
な
く
お
寄
せ
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
、神
職
に
よ
り

神
棚
清
祓
儀
式
を
行
い
協
会

会
長
室
に
新
た
に
神
棚
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。福
島
に
お
越

し
の
際
は
お
気
軽
に
協
会
事

務
局
へ
お
寄
り
い
た
だ
き
、

業
界
繁
栄
の
お
参
り
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す（
事
務

局
・
野
内
忠
宏
）。
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去
る
11
月
11
日
、白
河
市

に
お
い
て
、金
澤
翔
子
さ
ん

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

を
上
映
し
ま
し
た
。天
賦
の

才
を
二
人
三
脚
で
開
花
さ
せ

た
書
家
金
澤
翔
子
さ
ん
と

母
、泰
子
さ
ん
。数
々
の
苦
難

を
乗
り
越
え
育
ま
れ
た
母
娘

の
絆
を
描
く
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
春
先
く
ら
い
か
ら

日
本
各
地
で
上
映
が
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、白
河
で
は

酒
蔵
で
あ
る
千
駒
酒
造
さ
ん

の「
千
駒
」と
い
う
字
を
翔
子

さ
ん
が
書
い
た
と
い
う
縁
も

あ
り
、上
映
に
至
り
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ま
に
師
事
し
５
歳

で
書
道
を
始
め
、当
初
は
小

学
校
の
普
通
学
級
に
通
っ
て

い
ま
し
た
が
、小
学
４
年
の

時
に
別
の
学
校
の
特
別
支
援

学
級
に
移
っ
て
ほ
し
い
と
言

わ
れ
転
校
。お
母
さ
ま
は「
普

通
学
級
に
通
い
続
け
て
い
た

ら
、翔
子
は
書
家
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
。苦
し
い
中
、般

若
心
経
を
書
い
て
い
な
か
っ

た
ら
、今
の
翔
子
は
な
い
と

思
い
ま
す
」と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

人
と
向
き
合
う
こ
と
の
大

切
さ
や
あ
き
ら
め
な
い
心
な

ど
、今
の
時
代
に
は
忘
れ
か

け
て
い
る
大
切
な
も
の
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
時
間
と

な
り
ま
し
た（
東
陽
電
気
工

事
㈱
・
石
川
格
子
）。

　

今
年
も
早
い
も
の
で
残
す

と
こ
ろ
１
カ
月
を
切
り
ま
し

た
。福
島
の
吾
妻
山
に
も
雪

が
積
も
り
、平
地
で
も
初
雪

の
便
り
が
聞
か
れ
冬
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
ス
ポ
ー
ツ（
特
に
野

球
）に
親
し
む
機
会
の
多
い

一
年
と
な
り
ま
し
た
。３
月

開
催
さ
れ
ま
し
た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で

日
本
が
世
界
一
に
な
っ
た
事

に
始
ま
り
、私
イ
チ
押
し
の

プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
38
年
ぶ

り
に
日
本
一
に
輝
き
、
ま
た

某
所
属
ク
ラ
ブ
で
の
野
球
部

活
動
が
復
活
し
、
背
番
号

「
８
」を
つ
け
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
着
て
練
習
・
試
合
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

先
月
に
は
17
年
間
運
営
を

携
わ
っ
て
い
る「
少
年
野
球

大
会
」を
、福
島
市
内
中
学
校

８
校
を
招
待
し
、県
営
あ
づ

ま
球
場
を
会
場
と
し
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。大
会
終
了

後
は
私
た
ち
の
親
善
試
合
も

あ
り
、子
供
た
ち
の
よ
う
に

体
は
動
か
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、珍
プ
レ
ー

好
プ
レ
ー
あ
り
の
試
合
を
楽

し
み
ま
し
た
。
む
ろ
ん
、
そ

の
後
の
杯
を
交
わ
し
な
が
ら

の
反
省
会
も
含
め
て
で
す
。

　

今
年
の
反
省
を
基
に
、来

年
は
も
っ
と
体
を
動
か
せ
る

よ
う
今
か
ら
努
力
を
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
と
体
の

健
康
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す（
㈱
佐
藤
電
気
商

会
・
佐
藤
卓
立
）。

　

令
和
６
年
１
月
16
日
か

ら
、
福
島
空
港
と
台
湾（
台

北
・
桃
園
空
港
）を
結
ぶ
直
行

便
が
運
航
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。３
月
ま
で
は
定

期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
、
３
月
末

か
ら
は
定
期
便
と
し
て
の
運

行
だ
そ
う
で
す
。大
震
災
か

ら
の
復
興
と
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
復
興
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
は
大
き
な
励
み
と
な

る
は
ず
で
す
。

　

一
方
、台
湾
の
人
た
ち
の

日
本
旅
行
に
対
す
る
期
待

は
、大
変
大
き
な
も
の
が
あ

り
、今
で
は
行
っ
た
こ
と
が

な
い
地
方
へ
の
旅
行
が
増
え

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。県
内

の
観
光
資
源
を
ど
の
よ
う
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
か
、県
内
経

済
の
活
性
化
に
ど
の
よ
う
に

繋
げ
て
い
く
か
が
大
切
と
考

え
ま
す
。

　

い
わ
き
市
内
で
も
各
温
泉

旅
館
な
ど
で
は
こ
の
新
た
な

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
ど
う
取
り

込
む
か
、ど
う
誘
導
す
る
か
、

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、
こ
の
定
期
便

の
維
持
を
少
し
で
も
継
続
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、私

た
ち
が
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　

台
湾
は
、先
の
大
震
災
の

時
に
は
、
２
０
０
億
円
を
超

え
る
義
援
金
を
送
っ
て
く
れ

た
国
で
す
ね
。近
く
て
親
し

い
国
へ
、
こ
れ
を
機
に
私
た

ち
も
台
湾
へ
飛
び
立
ち
た
い

で
す
ね（
岩
電
機
工
事
㈱
・
蛭

田
淳
）。

　

今
年
も
間
も
な
く
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。私
の
今

年
１
番
の
出
来
事
は
耳
に
鼓

膜
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
た
こ
と

で
す
。鼓
膜
チ
ュ
ー
ブ
と
は

ビ
ニ
ー
ル
の
パ
イ
プ
で
は
な

く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
小

さ
な
も
の
で
す
。私
は
子
供

の
こ
ろ
風
邪
を
ひ
き
や
す
く

鼻
が
詰
ま
り
強
く
か
ん
だ
こ

と
が
き
っ
か
け
で
中
耳
炎
に

な
り
ま
し
た
。

　

中
耳
炎
に
な
る
と
痛
み
と

耳
が
詰
ま
っ
た
よ
う
に
な
り

聞
こ
え
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、父
が
出
勤
す
る

前
の
早
朝
に
耳
鼻
科
に
連
れ

て
い
か
れ
、注
射
器
を
耳
に

入
れ
ら
れ
水
を
抜
く
の
で
す

が
痛
く
て
涙
が
出
て
き
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

７
～
８
年
周
期
で
同
じ
症

状
に
な
り
そ
の
都
度
治
療
し

て
い
ま
し
た
が
、最
近
は
周

期
が
短
く
な
り
３
カ
月
に
１

度
に
な
り
ま
し
た
。何
度
も

病
院
に
通
っ
て
治
療
を
し
て

い
ま
し
た
が
、先
生
に
相
談

す
る
と
、
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ

る
か
と
言
わ
れ
、良
く
な
る

な
ら
と
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

手
術
は
普
通
の
治
療
室
で

行
い
短
時
間
に
終
わ
っ
た
の

で
す
が
、会
計
を
す
る
と
２

万
円
と
言
わ
れ
ま
し
た
。持

ち
合
わ
せ
が
な
く
カ
ー
ド
も

使
え
ず
、自
宅
に
戻
り
無
事

支
払
い
を
終
え
ま
し
た
が
先

に
言
っ
て
よ
ー
。お
陰
様
で

今
は
問
題
な
く
生
活
し
て
い

ま
す（
光
洋
電
設
㈱
・
荒
明
）。

　

12
月
は
一
年
で
最
も
煌

（
き
ら
）
び
や
か
な
シ
ー
ズ

ン
、イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
乾
杯
に
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
を
選

ぶ
人
は
多
い
で
す
よ
ね
。お

祝
い
の
席
は
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
で
乾
杯
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
っ
て
ど

う
し
て
？

　

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
で

は
、紀
元
前
４
世
紀
に
は
ワ

イ
ン
が
飲
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

１
６
０
０
年
頃
。
17
世
紀
末

に
は
修
道
士
ド
ン
・
ペ
リ
ニ

ヨ
ン
が
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー

ジ
ュ
（
ブ
レ
ン
ド
）技
術
を

洗
練
さ
せ
、瓶
内
２
次
発
酵

に
よ
り
炭
酸
ガ
ス
を
瓶
内
に

閉
じ
込
め
た
。こ
れ
が
現
在

に
近
い
形
と
し
て
確
立
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
の
中
に
立
ち
込
め

る
こ
の
泡
が
人
気
と
な
り
、

パ
リ
の
社
交
界
で
発
泡
性
の

ワ
イ
ン（
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
）

が
大
流
行
し
、
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
地
方
中
心
都
市
・
ラ
ン

ス
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂

で
行
わ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

国
王
の
戴
冠
式
後
の
祝
宴

で
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
が
振

る
舞
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

慣
習
が
世
界
的
に
広
ま
り

「
お
祝
い
＝
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
」と
い
う
認
識
が
定
着

し
ま
し
た（
㈱
目
黒
工
業
商

会
・
目
黒
健
之
）。
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今
年
は
、長
い
夏
と
短
い

秋
を
経
て
冬
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。異
常
気
象
が

当
た
り
前（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
）を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
１
年
間
で
し
た
。

　

異
常
気
象
で
思
い
出
す
の

が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
遭
っ
て

車
を
故
障
さ
せ
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
す
。

　

10
月
の
あ
る
日
の
夕
方
、

車
で
移
動
中
に
雷
雲
が
勢
い

よ
く
迫
っ
て
き
て
、間
も
な

く
激
し
い
雷
雨
と
な
り
ま
し

た
。登
り
坂
に
さ
し
か
か
っ

た
と
こ
ろ
で
、上
方
か
ら
雨

水
が
滝
の
よ
う
に
流
れ
込
ん

で
き
て
、一
瞬
の
う
ち
に
道

路
が
川
状
に
冠
水
。今
ま
で

遭
遇
し
た
こ
と
の
な
い
状
況

に
、私
自
身
、終
始
パ
ニ
ッ
ク

状
態
で
恐
怖
を
覚
え
ま
し

た
。

　

そ
こ
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル

走
行
し
た
と
こ
ろ
で
、車
内

浸
水
が
始
ま
り
エ
ン
ジ
ン
停

止
。手
押
し
で
車
を
除
け
る

の
は
と
て
も
重
く
大
変
で
し

た
。そ
の
後
、家
庭
内
で
は
反

省
の
日
々
と
、肩
身
の
狭
い

思
い
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
体
験
か
ら
、改
め
て

地
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防

災
情
報
の
重
要
性
を
学
び
、

い
ざ
災
害
が
発
生
し
て
も
、

慌
て
ず
適
切
な
行
動
が
と
れ

る
よ
う
に
日
頃
か
ら
心
が
け

て
い
き
た
い
で
す（
高
柳
電

設
工
業
㈱
・
大
槻
尚
）
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